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                                       ファイナルレポート(要約)   
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 調査概要 第1章

 

1.1 調査目的 

本調査の目的は、UEMOA 圏を中心とする中西部アフリカ地域において、自動車利用

による旅客及び物資の両面からのクロスボーダー交通の状況を調査し、併せて、関係

機関へのヒアリング調査を行いながら、当該地域における運輸交通インフラの課題を

明らかにすることである。また、交通実態調査によって取得した交通データは、今後

の運輸交通インフラの整備推進のための基礎データとして公表し、西アフリカ経済通

貨同盟(以下、UEMOA とする)加盟国をはじめ、地元政府および国際援助機関等で広く

活用されるものとする。 

 

1.2 調査対象地域 

本調査は、UEMOA 加盟国（セネガル共和国、マリ共和国、ブルキナファソ共和国、

ニジェール共和国、コートジボワール共和国、トーゴ共和国、ベナン共和国）および

ガーナ共和国の計 8 カ国で実施された。（プロジェクト位置図を参照） 

※以下、国名に共和国は付けない 

 

1.3 調査内容 

本調査内容は、主要なUEMOA回廊の交通実態調査を主目的として実施するもので、

以下に示した項目である。交通実態調査は、断面交通量調査、路側 OD 調査、物流結節

点における OD 調査から構成された。 

現地調査は 2012 年 3 月から 7 月に亘って実施した。さらに、成果報告会を 9 月下旬

に UEMOA 本部のあるブルキナファソ国のワガドゥグ市にて、他のドナーおよび現地

政府関係者の参加のもとで開催した。 

 

表 1-1 調査内容 

No 調査項目 調査期間 

1 計画準備 2012 年 3 月 

2 既存データ情報収集・確認 
2012 年 3 月～7 月 

3 交通実態調査の実施 

4 交通実態調査結果の分析 2012 年 7 月～9 月 

5 概略将来需要予測 2012 年 9 月～10 月 

6 現地成果報告会の開催 2012 年 9 月 24 日 

7 報告書作成 2012 年 10 月～11 月 

出所: JICA 調査団 
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 社会経済の現況 第2章

2.1 人口状況 

調査対象国における人口は 1990 年以降、一貫して増加している。最近 5 年間の成長

率は 2.6%となっている。2011 年の 8 ヶ国合計人口は 1 億 2 千万人に達している。人口

分布は、港湾所在地域を中心とした沿岸地域へ人口が集積している。各国共に、首都

あるいは経済の中心都市への人口集中が顕著となっている。 

 
出所:  各国統計資料にもとづき JICA調査団作成 

図 2-1 地方別人口密度と主要都市の人口分布 

 

2.2 経済状況 

調査対象国の合計の経済規模（名目 GDP）は、1990 年代は 400 億 US ドルの水準で

推移していたが、2000 年から 2011 年の間で約 2.9 倍に拡大している。国別シェアでは、

ガーナ国が全体の 33%を占め最も高く、次いでコートジボワール国（21%）、セネガル

国（13%）となっている。最近 5 年の実質経済成長率を見ると、平均 4%程度の成長を

実現している。 

一人当たり GDP では、21 世紀に入り確実な成長を見せている。2000 年から 2011 年

にかけて約 3 倍に増加している。しかしながら、ガーナ国、コートジボワール国、セ

ネガル国の上位 3 ヵ国とそれ以外の国では成長の程度に格差が見られる。 
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出所: 各国統計資料にもとづき JICA 調査団作成 

図 2-2 一人当たり GDP(1991-2011) 

2.3 輸出入状況 

当該地域における輸出入量の状況を見ると、コートジボワール内戦の影響により

2002 年に一時的に輸出入量が低迷したものの、その後は増加傾向となっている。2000

年から 2010 年の間では、輸出量は 1.3 倍、輸入量は 1.7 倍に増加している。 

 
出所: 各国統計資料にもとづき JICA 調査団作成 

図 2-3 調査対象地域における輸出入量の推移（重量ベース） 

 

国別に見ると、輸出ではコートジボワール国の取扱量が大きい。しかしながら、政

情不安の影響から近年では減少傾向が見られる。次いで、ガーナ国、セネガル国の取

扱量が大きい。内陸 3 ヵ国（マリ国、ブルキナファソ国、ニジェール国）の輸出量は

相対的に少ないものの、増加傾向となっている。一方の輸入では、ガーナ国の取扱量

が最も大きく全体の 39%を占める。次いで、コートジボワール国（19%）、セネガル国

（13%）となっている。総計の輸出入量の比率を見ると、輸入量割合が 66％に対して

輸出量割合が 34％となっており、輸入量が輸出量を大きく上回っている。国別を見る

と、内陸 3 ヵ国の輸出量割合が 20%以下となっており、輸入超過の傾向が顕著である。 
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は海運輸送が多くなっている。 
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